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２
０
１
６
年
度
就
職
率
と

大
学
の
新
年
度
の
動
き

　

佐
藤
恒
久
教
育
後
援
会
会

長
の
挨
拶
の
後
、
安
井
利
一

学
長
は
「
18
歳
人
口
の
減
少

に
本
学
も
影
響
を
受
け
て
い

る
中
、
今
年
は
志
願
者
が
上

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
就
職
支
援
に
力
を
入
れ
た

結
果
、
就
職
率
94
・
４
％
、

留
学
生
を
除
く
と
96
％
と
い

業
の
動
き
出
し
が
昨
年
度
以

上
に
早
か
っ
た
と
い
う
。
ほ

か
に
は
、
今
年
度
か
ら
体
育

会
に
陸
上
競
技
部
が
加
わ
り
、

全
５
団
体
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

明
海
複
言
語
・
複
文
化
教
育

コ
モ
ン
ズ
（
Ｍ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
／

エ
ム
ペ
ッ
ク
）
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
を
説
明
。
こ
れ
は
異

文
化
交
流
の
体
験
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
活
動
に
対
応
し
た

も
の
で
、
施
設
内
で
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
先
生
と
話
す
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
外
国
人
留

学
生
の
日
本
語
教
育
も
行
わ

れ
、
学
生
の
言
語
能
力
や
文

化
理
解
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

今
年
２
月
に
岩
手
県
釜
石
に

赴
き
、
昨
年
の
台
風
の
影
響

で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
世

帯
の
雪
か
き
支
援
を
行
っ
た

と
話
し
た
。

教
育
後
援
会　

昨
年
度
事
業
報
告
と

新
年
度
の
取
り
組
み

　

次
に
、
昨
年
度
の
決
算
に

つ
い
て
の
審
議
が
あ
り
承
認

さ
れ
た
。
今
年
度
の
役
員
・

評
議
員
も
選
出
さ
れ
、
可
決
。

　

最
後
に
、
佐
藤
前
会

長
が
名
誉
会
員
と
し
て

承
認
さ
れ
た
。

　
懇
親
会
―
―

　
肩
の
荷
を
下
ろ
す

　
旧
役
員

　
決
意
新
た
な
新
役
員

　

会
終
了
後
、
場
所
を

レ
ス
ト
ラ
ン
ニ
ュ
ー
マ

リ
ン
ズ
に
移
し
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。
教
育
後
援
会

初
の
女
性
会
長
と
な
る
栗
本

新
会
長
が
「
来
年
の
30
周
年

に
向
け
て
今
年
は
準
備
期
間
。

一
人
で
は
で
き
な
い
の
で
皆

さ
ん
の
お
力
を
お
借
り
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。
佐
藤
前

会
長
は
「
評
議
員
を
引
き
受

け
た
こ
と
で
、
大
学
と
一
緒

に
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う

経
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
一
浦
安
市
民
と
し
て
明
海

大
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
た
。

　

５
月
14
日
（
日
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
育
後
援
会
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
41
名
の
評
議
員
と
教
職
員
の
計
56
名
が
出
席
し
た
。

う
結
果
が
評
価
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学

は
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
る
も

の
で
も
あ
る
た
め
、
現
在
足

立
区
や
浦
安
市
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
連
携
に
も
注
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課
長

か
ら
は
大
学
近
況
報
告
が
行

わ
れ
た
。
就
職
に
つ
い
て

こ
れ
に
よ
り
今
年
度
は
、
栗

本
真
弓
氏
が
新
会
長
に
就
任
、

以
後
の
議
事
は
栗
本
新
会
長

が
議
長
と
な
り
進
行
し
た
。

　

前
半
議
長
を
務
め
て
い
た

佐
藤
恒
久
前
会
長
は
「
皆
さ

ん
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
一

年
で
し
た
。
子
ど
も
を
明
海

大
に
入
れ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、

平
尾
修
前
副
会
長
は
「
こ
の

春
か
ら
子
ど
も
は
就
職
し
、

今
朝
も
ス
ー
ツ
姿
を
見
送
っ

て
き
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　

栗
本
会
長
は
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
で
、
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
地
区

教
育
懇
談
会
の
参
加
者

が
増
加
し
た
と
話
し
た
。

今
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
来
年
の
30
周
年

記
念
事
業
の
た
め
に
特

別
会
計
を
組
み
準
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
了

承
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
他
大
学
視
察

に
つ
い
て
は
そ
の
役
割

を
終
え
た
と
し
て
今
年

度
か
ら
廃
止
、
留
学
支

援
に
つ
い
て
は
希
望
者

が
減
少
傾
向
で
あ
る
た

め
、
利
用
の
促
進
を
進

め
て
い
く
方
針
だ
と
話

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
交

通
費
等
の
支
出
を
減
ら

す
な
ど
全
体
的
に
緊
縮

予
算
と
な
っ
た
。

２
０
１
７
年
度　
評
議
員
会

新
体
制
で
臨
む

学
生
・
大
学
へ
の
支
援

教
育
後
援
会
30
周
年
記
念
事
業
の
準
備
も

は
、
２
０
１

６
年
度
卒
業

生
の
就
職
率

は
94
・
４
％

（
男
子
学
生

は
92
・
９
％
、

女
子
学
生
は

96
％
）
で
前

年
度
の
90
・

９
％
を
上

回
っ
た
。
さ

ら
に
、
中
国

語
学
科
は
２

年
連
続
、
ホ

ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
科

は
３
年
連
続

で
１
０
０
％

を
達
成
し
た
。

今
年
度
の
就

職
状
況
に
つ

い
て
は
、
企
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平
成
29
年
５
月
14
日
の
評

議
員
会
に
お
い
て
ご
承
認
い

た
だ
き
、
明
海
大
学
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
の

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

栗
本
真
弓
と
申
し
ま
す
。

　

来
年
、
30
周
年
を
迎
え
る

教
育
後
援
会
の
歴
史
の
中
で
、

女
性
の
会
長
就
任
は
初
め
て

と
聞
き
、
さ
ら
な
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

私
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
も

教
育
後
援
会
に
て
役
員
の
仕

事
を
お
引
き
受
け
し
、
ま
た

今
回
息
子
の
入
学
で
、
２
度

目
の
務
め
と
な
り
ま
す
。
最

初
の
役
員
活
動
で
は
、
20
周

年
の
周
年
行
事
や
諸
活
動
な

ど
当
時
の
会
長
・
副
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆

さ
ん
の
後
に
つ
い
て
い
き
、

引
っ
張
ら
れ
て
仕
事
を
し
て

い
た
記
憶
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
再
び
教
育
後

援
会
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
、
会
長
と
い
う
大
役
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
と

は
想
像
も
し
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も

ご
縁
と
思
い
、
前
回
の
活
動

で
培
っ
た
も
の
を
生
か
し
、

本
会
の
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
活
動
方
針

　

今
年
度
の
活
動
と
し
て
、

大
き
く
3
つ
の
事
業
計
画
が

あ
り
ま
す
。

①
教
育
後
援
会
主
体
事
業

　
…
９
分
野

②
学
生
の
自
主
的
諸
活
動
支

　
援
…
11
分
野

③
大
学
実
施
事
業
支
援　
　

　
…
８
分
野

　

①
教
育
後
援
会
主
体
事
業

は
、
地
区
教
育
懇
談
会
の
実

施
や
就
職
懇
談
会
の
実
施
、

そ
し
て
教
育
後
援
会
学
生
表

彰
の
実
施
な
ど
と
、
保
護
者

の
皆
様
や
学
生
の
皆
様
と
接

す
る
こ
と
の
で
き
る
活
動
で

す
の
で
、
重
点
を
置
い
て
い

き
ま
す
。

　　

②
学
生
の
自
主
的
諸
活
動

支
援
は
、
課
外
教
育
活
動
団

体
の
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
支
援
及
び
留
学
生

連
合
会
主
催
行
事
の
支
援
と
、

明
海
大
学
の
学
生
と
し
て
、

地
域
社
会
や
大
学
の
名
を
背

負
い
活
動
す
る
こ
と
に
対
し

て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　　

③
大
学
実
施
事
業
支
援
は
、

長
短
期
学
生
海
外
留
学
研
修

派
遣
の
支
援
・
就
職
対
策
の

支
援
や
学
生
食
堂
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に

学
生
食
堂
の
支
援
に
際
し
、

学
生
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

工
夫
を
凝
ら
す
よ
う
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　　

い
ず
れ
も
学
生
や
保
護
者

の
皆
様
の
こ
と
を
一
番
に
考

え
て
、
活
動
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
…

　

１
９
８
８
年
（
昭
和
63

年
）
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

と
同
時
に
発
足
し
た
本
会
は
、

来
年
で
30
周
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
30
周
年
行
事
の
準
備
会

を
立
ち
上
げ
、
従
来
の
活
動

と
併
せ
て
大
変
忙
し
く
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら

の
活
動
も
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
役
員
一
同
の
結
束

力
を
高
め
、
大
学
と
連
携
し

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2016 年度　一般会計決算書
（自）2016年 4月 1日（至）2017年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 2016年度予算額（ａ） 2016年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）
会 費 68,000,000 67,160,000 840,000
一 般 会 計 戻 入 金 0 0 0
当年度収入　合計 68,000,000 67,160,000 840,000
繰 越 金 16,584,910 16,584,910 0
合 計 84,584,910 83,744,910 840,000
支出の部	

科　　目 2016年度予算額（ａ） 2016年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 500,000 270,000 230,000
国内外大学調査研究費 300,000 0 300,000
組織強化費 17,000,000 14,004,445 2,995,555
広報費 4,500,000 3,923,800 576,200

小　　計 22,300,000 18,198,245 4,101,755
学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 20,300,000 17,204,039 3,095,961
部活動等協力費 9,900,000 7,894,516 2,005,484
教育補助 5,440,000 4,052,943 1,387,057
卒業アルバム制作費援助 5,000,000 4,371,000 629,000
就職対策費 1,000,000 598,696 401,304
留学研修費援助 4,000,000 1,791,000 2,209,000

小　　計 45,640,000 35,912,194 9,727,806
事業費計 67,940,000 54,110,439 13,829,561

会
議
費

評議員会議 1,400,000 1,131,793 268,207
役員会・常任役員会 1,600,000 1,265,198 334,802
その他会議 300,000 281,740 18,260

会議費計 3,300,000 2,678,731 621,269

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 27,052 72,948
慶弔費 250,000 112,086 137,914
旅費交通費 30,000 0 30,000
印写事務費 600,000 430,644 169,356
業務委託費 7,800,000 7,718,618 81,382
渉外費 300,000 134,480 165,520
消耗品費 400,000 99,635 300,365
事務費 500,000 286,038 213,962

小　　計 9,980,000 8,808,553 1,171,447
備
品
費
什器備品費 500,000 44,552 455,448

小　　計 500,000 44,552 455,448
管理費計 10,480,000 8,853,105 1,626,895

予　　備　　費 1,000,000 0 1,000,000
当年度支出合計 82,720,000 65,642,275 17,077,725
次年度繰越金 1,864,910 18,102,635 ▲ 16,237,725
合　　　　　計 84,584,910 83,744,910 840,000

2017 年度　一般会計予算書（案）
（自）2017年 4月 1日（至）2018年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 2017年度予算額（ａ） 2016年度予算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）
会 費 62,000,000 68,000,000 ▲ 6,000,000
一 般 会 計 戻 入 金 20,000,000 0 20,000,000
当年度収入　合計 82,000,000 68,000,000 14,000,000
繰 越 金 18,102,635 16,584,910 1,517,725
合 計 100,102,635 84,584,910 15,517,725
支出の部

科　　目 2017年度予算額（ａ） 2016年度予算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 500,000 ▲ 100,000
国内外大学調査研究費 0 300,000 ▲ 300,000
組織強化費 16,000,000 17,000,000 ▲ 1,000,000
広報費 4,500,000 4,500,000 0
創立 30周年記念事業費 20,000,000 0 20,000,000

小　　計 40,900,000 22,300,000 18,600,000
学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 19,700,000 20,300,000 ▲ 600,000
部活動等協力費 9,800,000 9,900,000 ▲ 100,000
教育補助 5,440,000 5,440,000 0
卒業アルバム制作費援助 5,000,000 5,000,000 0
就職対策費 1,000,000 1,000,000 0
留学研修費援助 3,500,000 4,000,000 ▲ 500,000

小　　計 44,440,000 45,640,000 ▲ 1,200,000
事業費計 85,340,000 67,940,000 17,400,000

会
議
費

評議員会議 1,300,000 1,400,000 ▲ 100,000
役員会・常任役員会 1,500,000 1,600,000 ▲ 100,000
その他会議 300,000 300,000 0

会議費計 3,100,000 3,300,000 ▲ 200,000

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 100,000 0
慶弔費 250,000 250,000 0
旅費交通費 30,000 30,000 0
印写事務費 600,000 600,000 0
業務委託費 7,800,000 7,800,000 0
渉外費 300,000 300,000 0
消耗品費 400,000 400,000 0
事務費 500,000 500,000 0

小　　計 9,980,000 9,980,000 0
備
品
費
什器備品費 500,000 500,000 0

小　　計 500,000 500,000 0
管理費計 10,480,000 10,480,000 0

予　　備　　費 1,000,000 1,000,000 0
当年度支出合計 99,920,000 82,720,000 17,200,000
次年度繰越金 182,635 1,864,910 ▲ 1,682,275
合　　　　　計 100,102,635 84,584,910 15,517,725

■2017年度　新役員の紹介（※敬称略）
会長／栗本真弓　　副会長／本多輝明　　戸澤五月　　福田清一
常任役員・会計／村田由実　　常任役員・監査／鈴木千代子　山岡麻子
役員／嵯峨邦江　　山田文代　　渡邊　香　　樋口節子　　今野正弘　　山本和枝
　　　高橋直美　　菅原朋子　　坂本朋恵　　出口ゆり　　小笠原操　　安野祐二
　　　山本正美

Ⅰ．教育後援会主体事業
　　Ａ－１　地区教育懇談会の実施
　　Ａ－２　就職懇談会の実施
　　Ａ－３　教育後援会会報「潮風」
　　　　　　の発刊
　　Ａ－４　教育後援会奨学金
　　Ａ－５　不動産会社の紹介
　　Ａ－６　卒業アルバムの贈呈
　　Ａ－７　教育後援会ホームページ
　　　　　　の充実
　　Ａ－８　学生の慶弔
　　Ａ－９　教育後援会学生表彰の実
　　　　　　施

Ⅱ．学生の自主的諸活動支援
　　Ｂ－１　課外教育活動団体の支援
　　Ｂ－２　学園祭の支援
　　Ｂ－３　サマ－キャンプの支援
　　Ｂ－４　新入生歓迎会の支援
　　Ｂ－５　留学生連合会主催行事の
　　　　　　支援

　　Ｂ－６　スポーツ活動の支援
　　Ｂ－７　契約厚生施設利用の支援
　　Ｂ－８　卒業パ－ティ－の支援
　　Ｂ－９　卒業アルバムの支援
　　Ｂ－ 10  文化活動の支援
　　Ｂ－ 11  ボランティア活動の支援
　　
Ⅲ．大学実施事業支援
　　Ｃ－１　長短期学生海外留学研修
　　　　　　派遣の支援
　　Ｃ－２　就職対策の支援
　　Ｃ－３　大学施設設備等の支援
　　Ｃ－４　学生食堂の支援
　　Ｃ－５　少人数教育の支援
　　Ｃ－６　学部教育の支援
　　Ｃ－７　課外教育活動団体顧問の
　　　　　　支援
　　Ｃ－８　課外教育活動団体指導者
　　　　　　の支援

評議員会にて

２
０
１
７
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

教
育
後
援
会
会
長
　
栗
本
真
弓

会長挨拶

2017年度事業計画
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明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ

ス
教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
大
学
の
運
営
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を

頂
戴
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

３
月
15
日
（
水
）、
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
ホ
ー
ル
で

　

さ
て
、
平
成
28
年
度
の
1

年
間
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教

育
後
援
会
の
会
長
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
佐
藤
恒
久

様
に
は
適
切
な
会
務
運
営
で

立
派
に
そ
の
重
責
を
果
た
し

て
く
だ
さ
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、

副
会
長
の
平
尾
修
様
、
栗
本

真
弓
様
、
戸
澤
五

月
様
に
は
大
き
な

支
え
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま

す
。
浦
安
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
地
区
懇

談
会
や
就
職
説
明

会
そ
し
て
9
カ
所

学
生
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
課
外
活
動
や
学
友
会

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
お
い
て
活
躍
し
た
学
生
を

表
彰
す
る
も
の
。

　

受
賞
者
代
表
と
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
ヨ
ッ
ト
部
の
木
村

沙
耶
佳
さ
ん
（
経
済
学
科
４

年
）
は
、「
ヨ
ッ
ト
は
お
金

も
か
か
る
。
監
督
を
は
じ
め
、

大
学
や
教
育
後
援
会
の
支
援

が
な
け
れ
ば
続
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

た
。
木
村
さ
ん
と
共
に
国
内

外
の
大
会
で
活
躍
し
た
林
優

季
さ
ん
（
経
済
学
科
４
年
）

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

て
副
会
長
を
お
務
め
い
た
だ

く
本
多
輝
明
様
、
戸
澤
五
月

様
、
そ
し
て
福
田
清
一
様
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
1
年
間
、

新
た
な
執
行
部
と
し
て
、
大

学
と
一
体
と
な
っ
て
の
改
革

に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
、
教
育
後
援

会
が
頑
張
っ
て
く
れ
る
大
学

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
分
、

大
学
も
大
切
な
学
生
の
た
め

に
精
一
杯
努
力
を
重
ね
て
い

く
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
高
大
接
続
改
革
の

中
で
、
高
等
学
校
教
育
改
革
、

大
学
教
育
改
革
、
そ
し
て
大

学
進
学
の
た
め
の
入
学
試
験

改
革
な
ど
が
文
部
科
学
省
に

て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
委
員
と
し
て
参
画
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
私
が
い
つ

も
言
っ
て
い
る
「
明
海
大
学

め
、
見
事
に
目
標
を
ク
リ
ア

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
さ
ら

に
高
い
就
職
率
を
あ
げ
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
も
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
と
中
国
語

学
科
は
就
職
率
１
０
０
％
で

し
た
。
学
生
が
望
ん
で
い
る

よ
う
な
職
業
に
１
０
０
％
就

か
せ
て
あ
げ
る
支
援
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
教
員
は
よ
り
一
層

教
育
力
に
磨
き
を
か
け
、
そ

し
て
学
生
は
自
己
実
現
に
夢

を
持
つ
こ
と
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私

は
、
明
海
大
学
を
選
ん
で
入

学
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

教
職
員
を
挙
げ
て
努
力
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
も
誠
心
誠
意
、
喜
ん
で

戴
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り

に
専
念
い
た
し
ま
す
。

の
地
区
懇
談
会
と
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
執
行
部
一

体
と
な
っ
た
教
育
後
援
会
の

熱
心
な
対
応
に
強
く
感
動
を

受
け
ま
し
た
。
明
海
大
学
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
教
職

員
と
学
生
そ
し
て
保
護
者
の

距
離
を
近
く
し
て
情
報
を
常

に
共
有
し
満
足
度
の
高
い
大

学
で
あ
れ
」
と
い
う
の
が
学

長
と
し
て
の
強
い
思
い
で
す
。

教
育
後
援
会
執
行
部
の
皆
様

を
通
じ
て
、
そ
の
思
い
を
保

護
者
の
皆
様
に
伝
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
の
会

長
を
お
務
め
い
た
だ
く
前
副

会
長
の
栗
本
真
弓
様
、
そ
し

に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
。
明

海
大
学
を
卒
業
し
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
こ
と
が
大
学

の
魅
力
で
あ
り
実
力
で
す
。

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

の
各
学
部
学
科
の
進
級
要
件

も
目
前
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

外
国
語
学
部
の
外
部
試
験
で

の
評
価
、
経
済
学
部
で
の
経

済
・
経
営
の
各
試
験
で
の
評

価
、
不
動
産
学
部
の
宅
建
士

資
格
、
そ
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
で

の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
も
、
教

育
課
程
の
一
通
過
点
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
教
育
の
質

保
証
に
到
達
す
る
た
め
の
方

法
論
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
職
率
も
大
切

な
教
育
指
標
で
す
。
昨
年
度

は
就
職
率
93
％
以
上
を
目
途

に
留
学
生
も
含
め
て
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
教

員
が
一
体
と
な
っ
て
推
し
進

2016年度浦安キャンパス教育後援会表彰者一覧（敬称略）
1. 表彰対象①個人

 氏名（学科） 内　　容
木村　沙耶佳（経済） 470級ジュニアワールド選手権大会14位

林　　優季（経済） 470級ジュニアワールド選手権大会14位

野沢　実穂（中国語） 「ちば国際コンベンションビューロー代表理事賞」受賞

１．表彰対象①団体

体育会ヨット部
第81回全日本学生ヨット選手権大会総合６位、470級６位、スナイ
プ級８位
第30回全日本学生女子470級ヨット選手権大会３位、８位　他

体育会空手道部
第60回全日本大学空手道選手権大会団体組手男子３回戦出場、女子
ベスト16
第60回全日本空手道選手権大会男子個人組手ベスト16　他

陸上競技部
第95回関東学生陸上競技対抗選手権大会女子１部ハンマー投６位、
男子２部４×400ｍ８位
第27回関東学生新人陸上競技選手権大会女子400ｍ５位　他

２．表彰対象② ‐ １
片山　　良（英米語） 軽音楽部アリーナ代表

高橋　　梓（英米語） ジャズオーケストラ部代表

平川　　亮（英米語） 茶道部代表

本田　裕樹（英米語） サッカー部主将

山本　淳史（中国語） 漫画研究部代表

太田　貴弘（経済） ヨット部主将

高山　明人（経済） 空手道部主将

成田　眞一（不動産） 吹奏楽部代表

レー ファム ゴク ヴー（ＨＴ）ベトナム留学生会会長

２．表彰対象② ‐ ２
望月　彩加（英米語） 学園祭実行委員会委員長

寧　　秀影（経済） 留学生連合会会長

栗林　昇太（不動産） 学術文化連合会会長

３．表彰対象③個人
中尾　稜（日本語）、齋藤　翼（日本語）、白石　隆信（英米語）、杉浦　孝佑（英米語）、
前川　未来（英米語）、山中　忍馬（経済）、片山　剛貴（経済）、樽井　聖人（経済）、
松田　正風（経済）、川本　和輝（不動産）、河本　沙綾（不動産）、浦賀　康平（不動産）、
高野　聖也（ＨＴ）、岡野　未紗希（ＨＴ）

東日本大震災による被災地（岩手県釜石市）の復興支援ボランティア活動に明海大学の代表とし
て積極的に参加し、地域社会に顕著な貢献をした

田口　直也（英米語） 浦安市防犯委員会Ⅴ５の委員長として活動

タパ ビカシュ（英米語） 明海中学校の授業において英語ボランティアを担当した他、ボランティア活動に参加して語学支援や文化交流に積極的に取り組む

３．表彰対象③団体
外国語学部日本語学科
学習サポート

浦安市在住の小・中学生を対象とした学習サポート活動（浦安市・日
の出公民館・当代島公民館主催事業）に取り組む

２
０
１
６
年
度　
学
生
表
彰
式

35
の
個
人
・
団
体
の
功
績
を
称
え
る

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
改
革

学
長
　
安
井
利
一

学長挨拶

「
今
日
の
た
め
に
送
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
」と
話
す
中
国
か
ら
の
留
学
生
た
ち
。

出
身
地
域
に
よ
っ
て
形
が
違
う
そ
う 新入学生を代表して歯学部の

鈴木海登さんが宣誓を行った

新入生にエールを送る
宮田淳理事長

大学での４年間で諸外国と
伍する存在になってほしい
と安井利一学長

式を終えた学生たちは、明海大生としての一歩
を踏み出した

暖かい陽気の中、式が始まる前、キャン
パスのあちらこちらで記念撮影する姿が
見られた

袴姿の女子学生たちは会場
を華やかに彩った

多くの保護者も出席。会場に入りきらなかった保
護者のために大講義室で式の映像が中継された

式
終
了
後
に
は
雨
も
上
が
り
穏
や
か
な

天
気
に

卒
業
生
を
代
表
し
て
不
動
産

学
部
の
古
川
傑
さ
ん
が
「
在

学
中
は
中
国
と
イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
、
文
化
の
違
い
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒

業
後
は
大
学
院
に
進
み
、
研

究
を
深
め
て
い
き
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
た

2016年度学位記授与式
　３月 15日（水）、浦安キャンパス 2016
年度学位記授与式が行われた。外国語学
部 226 名、経済学部 281 名、不動産学部
113 名、ホスピタリティ・ツーリズム学
部 187 名が旅立ちの時を迎えた。

2017年度 入学式
　４月４日（火）、浦安キャ
ンパスで 2017 年度入学式が
行われた。当日は天候にも恵
まれ、キャンパス内の満開の
桜が新入学生たちを迎えた。

MEIKAI  PHOTO  ALBUM
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留学生連合会会長
徐　卓（日本語学科 3 年）

①留学生と日本人学生が互いに各国
の文化を深めるために、今年も学
園祭と国際交流合宿に力を入れて
います。学園祭では例年通りに水餃子と小籠包をや
ろうと思っています。

②明海大学のいいところはまずキャンパスがすごく綺
麗なところ、あとはサポートセンターが整っていま
す。留学生支援、学生支援課、キャリアサポートセ
ンターもあって、わからないことがあったときいつ
でも気楽に聞けます。留学生たちにとってすごく便
利です。

学友会体育連盟会会長
上間裕貴（不動産学科１学年）

①体育会への昇格などもあり、現在
の体育連盟会は小規模なものに
なっています。しかし、活動は小
規模にすることなく積極的に活動していきたいと
思っています。各部との連携を深め、ボランティア
やクリーンキャンペーン、課外活動にも参加してい
くつもりです。会長としてもまだまだ知らないこと
が多く、頼りない面がありますが、一歩ずつ積み重
ね皆とともに頑張っていきます。
②明海大学は施設が充実しています。テニスコートも
多くメイカイクラブにはトレーニングセンターや
プールもありとても充実しているのはうれしいで
す。周りの環境も穏やかで歩道も広く緑もたくさん
あるとこも好きです。

学園祭実行委員会委員長
岩倉理久（経済学科３年）

①参加団体、地域の方のご協力があ
り、今年で明海祭は 30周年を迎
えることができます。
　今年は例年よりメンバーが多く楽しく活動していま
す！　委員一同で新しいことへの挑戦や自分たちが
楽しむための工夫をし、学園祭に反映できたらと
思っています！

②私の明海大学の好きなところはメイカイクラブです。
体を動かしたいときや汗をかいたときなどに気軽に
行くことができ、とても魅力的な施設なのでこれか
らも活用していきたいです。

学友会中央委員会会長
堤　馨（英米語学科３年）

①私たちは毎年、新入生歓迎会やサ
マーキャンプなど、大学に関する
多くの行事を開催しています。
　今年度の目標は、学生や教職員の方々との繋がりを
より深めていくことです。部活動・委員会とミーティ
ングを開いたり、教職員の方にアドバイスをいただ
いたりなど、気軽に意見を交換し、支え合えるよう
な環境作りをしていきたいと思います。

②明海大学の好きなところは、何より開放的なキャン
パスです。今年リニューアルされたエムペックで
は、留学生や海外の先生と楽しく話し合えます。オー
プンな学生ホールはいつも活気があり、落ち着いた
空間でとても気に入っています。

学術文化連合会会長
林 美希奈（経済学科３年）

①７月の「クラブフェスティバル」
や、１１月の「明海祭」などのイ
ベントで、学術文化連合会に所属
する団体の成果を発表できるよう、全力でサポート
をしていきたいと思います。

②学生と先生方や職員の方々との距離が近く、何かあ
ればすぐに相談できるところと、学ぶための施設が
整っているところです。

①今年度の意気込み・抱負を教えてください
②明海大のここが好き！を教えてください

　明海大の学友会は７つの組織で構成されている
（卒業パーティー実行委員会、卒業アルバム制作
委員会は現在代表者不在）。学友会とは、全学生を
会員とした学生のための自治会組織のことで、学
生生活をより向上させるために、課外活動を通じ
て、日々活動している。
　今年度の代表に活動方針や抱負を寄せていただ
いた。	 （敬称略）

2017年度 

学友会委員長に聞く

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
学
生
の
進
路
・
就
職

を
支
援
す
る
部
署
。
こ
こ
で

石
井
さ
ん
は
学
生
か
ら
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方

を
は
じ
め
、
就
職
に
関
す
る

疑
問
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
受
け
て
い
る
。「
明
海

大
の
場
合
、
３
年
次
に
キ
ャ

極
的
。
他
の
大
学
に
い
た
か

ら
よ
く
わ
か
り
ま
す
」。
そ

れ
で
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
を
過
ぎ
る
と
、
元
気
の
な

い
学
生
が
や
っ
て
く
る
と
い

う
。「
面
接
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
り
、
友
達
が
次
々

と
内
定
を
も
ら
う
の
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
落
ち
込
ん

で
く
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
と

き
は
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
よ
う
に
声

を
か
け
ま
す
。
学
生
も
そ
れ

ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
ま
す
の

で
、
否
定
す
る
よ
う
な
こ
と

は
言
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
自

分
か
ら
動
か
な
い
と
就
職
は

決
ま
ら
な
い
の
で
、
前
に
進

む
よ
う
に
伝
え
ま
す
」。

　

そ
し
て
保
護
者
に
対
し
て

　

関
さ
ん
は
日
本
か
ら
海
外

へ
留
学
す
る
学
生
、
海
外
か

ら
日
本
に
来
た
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。「
外
国

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
を
履

修
す
る
と
専
属
の
就
活
コ
ー

チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が
つ
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
学

生
は
コ
ー
チ
に
就
職
相
談
を

し
ま
す
が
、
コ
ー
チ
が
不
在

の
と
き
や
、
授
業
を
履
修
し

な
か
っ
た
学
生
の
相
談
に
応

じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
」。

　

明
海
大
に
来
て
８
年
、

ず
っ
と
就
職
支
援
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
き
た
石
井
さ

ん
。
大
学
卒
業
後
、
別
の

大
学
で
の
職
員
経
験
が

あ
る
。「
明
海
大
の
学
生

は
、
み
ん
な
明
る
く
て
積

は
「
就
職
活
動
に
つ
い
て
あ

れ
こ
れ
聞
く
よ
り
も
、
お
子

さ
ん
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ

て
ほ
し
い
。
ご
両
親
も
不
安

だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

が
全
力
で
支
援
し
ま
す
か
ら

安
心
し
て
く
だ
さ
い
」。
ま

だ
就
活
中
の
学
生
と
保
護
者

に
は
、「
毎
年
４
年
生
の
３

月
に
な
っ
て
就
職
が
決
ま
る

学
生
も
い
ま
す
。
企
業
も
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
人
材
を
探
し
て

い
ま
す
の
で
、
学
生
側
も
諦

め
ず
に
就
活
を
続
け
て
ほ
し

い
」
と
石
井
さ
ん
。

人
留
学
生
の
在
留
手
続
を
含

む
日
常
生
活
の
支
援
な
ど
も

行
い
ま
す
が
、
主
に
日
本
か

ら
海
外
へ
留
学
す
る
学
生
の

事
務
手
続
き
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
」

　

留
学
す
る
ま
で
を
支
援

す
る
こ
と
が
中
心
だ
が
、

留
学
後
の
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
、「
以
前
、
留
学
先
で

の
語
学
研
修
が
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
現
地
大
学
の
授
業
を

受
け
る
と
い
う
と
き
、
そ
の

大
学
か
ら
『
授
業
は
受
け
ら

れ
な
い
』
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
話
を
聞
き

驚
い
て
、
す
ぐ
に
大
学
に
連

絡
し
ま
し
た
が
、
時
差
が
あ

り
、
な
か
な
か
交
渉
が
で
き

ま
せ
ん
。
で
も
、
今
一
番
心

細
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は

現
地
に
い
る
学
生
だ
と
思

い
、
な
ん
と
か
交
渉
し
予
定

通
り
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」。
何
か
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
と
き
は
居
て

も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。

「
充
実
し
た
留
学
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
は
惜
し
み
ま
せ

ん
」。

　

現
在
、
日
本
か
ら
海
外
へ

留
学
す
る
学
生
が
減
っ
て
い

る
。「
原
因
は
一
つ
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
就
職
活

動
の
開
始
時
期
が
早
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
で
も
、
学
生
の

と
き
の
留
学
経
験
は
人
生
の

宝
物
に
な
り
ま
す
」
と
話
す

関
さ
ん
も
学
生
時
代
イ
ギ
リ

ス
に
留
学
し
た
経
験
を
持

つ
。
留
学
し
た
学
生
か
ら

行
っ
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
の
が
う
れ
し
い
そ
う
だ
。

　

経
済
的
な
理
由
で
留
学
を

断
念
す
る
学
生
も
い
る
。「
明

海
大
学
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
奨
学
金

制
度
が
あ
る
た
め
積
極
的
に

応
募
し
て
ほ
し
い
。
多
く
の

学
生
に
留
学
を
経
験
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
留
学
に
は
一
定
の
準
備

期
間
が
必
要
と
な
る
た
め
、

少
し
で
も
興
味
が
あ
っ
た
ら

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
。

学生の
ミカタ
Part3

学
生
が
自
分
か
ら
動
き
、

前
に
進
む
よ
う
声
を
か
け
る

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
任
　
石
井
絵
里
子
さ
ん

困
っ
た
と
き
、
心
配
な
と
き
は

い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
を
！

留
学
希
望
者
へ
の
支
援
は
惜
し
ま
な
い

学
事
課
（
留
学
支
援
担
当
）　
関
　
佳
奈
さ
ん



第48号  (6)し　お　か　ぜ

〈
全
体
会
・
個
別
面
談
〉

大
学
の
取
り
組
み
と
就
職
に

つ
い
て

　

全
体
会
で
栗
本
教
育
後
援

会
会
長
は
「
地
区
教
育
懇
談

会
で
は
、
保
護
者
が
知
り
た

い
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
。
安
井
学

長
は
「
今
年
３
月
に
卒
業
し

た
学
生
の
就
職
率
は
留
学
生

も
含
め
て
90
％
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
留
学

生
を
含
む
数
値
と
し
て
か
な

り
高
い
も
の
で
、
学
生
た
ち

に
高
い
職
業
観
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
た
結
果
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の

２
年
生
は
、
３
年
生
へ
の
進

級
要
件
が
厳
し
い
こ
と
は
ご

存
知
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
次
の
世
代
を
担
う
人
材
を

作
る
た
め
で
あ
り
、
明
海
大

で
は
学
生
を
遊
ば
せ
ま
せ
ん
。

卒
業
生
の
９
割
が
『
明
海
大

で
良
か
っ
た
』
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
大
学
と
し
て
今
後

も
努
力
し
続
け
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
た
。

　

鈴
木
学
生
支
援
課
長
か
ら

は
、
就
職
状
況
を
中
心
に
大

学
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
３
月
に
卒
業
し
た
学
生

の
就
職
率
は
94
・
４
％
で
、

昨
年
よ
り
も
上
昇
。
そ
し
て

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
学
科
は
３
年
連
続
、
中

国
語
学
科
が
２
年
連
続
で
１

０
０
％
を
達
成
。
今
年
度
は

６
月
現
在
で
内
定
率
が
４
割

を
超
え
、
堅
調
で
あ
る
と
話

し
た
。
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
今
の
３
年
生
ま
で
は
今

年
度
と
同
じ
日
程
で
行
わ
れ

る
見
通
し
。し
か
し
、今
の
２

年
生
か
ら
は
よ
り
良
い
採
用

選
考
活
動
の
あ
り
方
を
引
き

続
き
検
討
す
る
と
経
団
連
が

示
し
て
お
り
、
今
後
の
動
き

を
注
視
し
た
い
と
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
担
当
教

員
と
の
個
別
面
談
が
行

わ
れ
た
。
面
談
を
待
つ

間
、
希
望
者
に
今
年
度

か
ら
設
置
さ
れ
た
Ｍ
Ｐ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
明
海
複
言

語
・
複
文
化
教
育
コ
モ

ン
ズ
）と
、メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー（
図
書
館
）の
見

学
が
行
わ
れ
た
。
参
加

し
た
保
護
者
は
施
設
を

見
て「
き
れ
い
で
す
ね
」

と
話
し
、
担
当
者
に
質

問
を
す
る
人
も
い
た
。

に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
は
、
学

生
が
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
を
行

い
投
票
で
選
ん
だ
も
の
だ
。

今
年
も
秋
の
収
穫
に
向
け
て

毎
月
学
生
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ

通
っ
て
い
る
。「
お
い
し
い
」

「
飲
み
や
す
い
」
と
の
声
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
た
。

今
後
、
浦
安
市
内
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
ワ
イ
ン
を
販
売
す

る
予
定
も
あ
る
と
い
う
。

　
参
加
者
の
声

●
就
職
の
話
を
聞
け
た
の
が

良
か
っ
た
で
す
。
ま
だ
先
の

話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
職

活
動
の
流
れ
を
知
る
こ
と
で
、

親
と
し
て
も
心
構
え
が
で
き

ま
し
た
。
個
別
面
談
で
は
娘

の
た
め
に
先
生
が
資
料
を
揃

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
、
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

（
英
米
語
学
科
２
年
保
護
者
）

●
進
級
要
件
の
こ
と
が
不
安

で
し
た
が
、
詳
し
く
説
明
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
親
の

す
べ
き
こ
と
が
分
か
り
、
参

加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
入
学
し
て
か
ら
娘
の
英

語
の
レ
ベ
ル
が
と
て
も
上

が
っ
た
の
で
、
こ
の
大
学
で

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
英
米
語
学
科
２
年
保
護
者
）

●
息
子
は
学
校
の
こ
と
は
あ

ま
り
話
さ
な
い
の
で
、
面
談

で
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
昨
年
も

参
加
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
後

悔
し
て
い
ま
す
。
構
内
を
見

学
し
ま
し
た
が
、
立
派
で
驚

き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
機
会

が
な
い
と
大
学
に
来
る
こ
と

も
な
い
の
で
、
懇
談
会
は
と

て
も
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。

（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
科
２
年
保
護
者
）

〈
懇
親
会
〉

学
生
が
手
掛
け
た
ワ
イ
ン
を

堪
能

　

個
別
面
談
後
は
、
場
所
を

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
「
レ
ス
ト

ラ
ン
ニ
ュ
ー
マ
リ
ン
ズ
」
に

移
し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
佐
々
木
副
学
長
は
「
明

海
大
の
学
生
の
到
達
目
標
は

全
国
で
も
厳
し
い
も
の
で
す

が
、
や
り
が
い
も
あ
り
ま

す
。
き
っ
と
学
生
の
伸
び
を

感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
高
野
副
学
長

に
よ
る
乾
杯
の
掛
け
声
の
あ

と
、
学
科
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル

で
教
職
員
と
保
護
者
が
一
緒

に
食
事
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
回
、
教
育
後
援
会
で
は
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
科
の

学
生
が
作
っ
た
「
め
い
か
い

わ
い
ん
」
を
用
意
。
こ
の
ワ

イ
ン
は
産
学
連
携
の
一
つ
で
、

学
生
が
ブ
ド
ウ
を
育
て
収
穫

も
行
っ
た
。
ま
た
、
ボ
ト
ル

企業名 人数
建設・不動産業
ミライト・テクノロジーズ 1
タマホーム 1
アーネストワン 2
ＦＪネクスト 1
オープンハウス 1
ケイアイスター不動産 1
スターツグループ 4
住友不動産販売 2
大京穴吹不動産 1
タクトホーム 1
東栄住宅 1
東急リバブル 3
東京建物不動産販売 1
野村不動産アーバンネット 1
ハウスコム 1
ハウスメイトパートナーズ 2
明和地所 1
共立メンテナンス 3
大和リビング 1
東京楽天地 1

製造業
東京めいらく 1
トミーヒルフィガージャパン 1
東京ボード工業 1
ひらい 1
カネボウ化粧品 1
コーセー 1
芝浦シヤリング 1
トーヨーカネツ 1
小池酸素工業 1
富士通 1

金融業
みずほフィナンシャルグループ 1
大東銀行 2
千葉興業銀行 3
朝日信用金庫 1
東京ベイ信用金庫 1
東洋証券 1
第一生命保険 1
日本生命保険 1

卸売・小売業
久世 1
花王カスタマーマーケティング 1
ザ・ギンザ 3
資生堂ジャパン 2
東邦薬品 1
ENEOS フロンティア 1
IDOM 3
岡部バルブ工業 1
ケーズホールディングス 1
テンポスバスターズ 1
トヨタ部品千葉共販 1
マツモト産業 1
渡辺パイプ 3
サマンサタバサジャパンリミテッド 4
オーケー 1
ジェイアール東海パッセンジャーズ 3
生活協同組合コープみらい 1
ドミノ・ピザ ジャパン 1
まいばすけっと 1
マルエツ 2
ヤオコー 2
青山商事 1
コナカ 1
ザラ・ジャパン 2
はるやま商事 2
やまと 2
ワールドストアパートナーズ 2
あさひ 2
ケーユーホールディングス 1
G-7・オート・サービス 1
スズキ自販京葉 1
千葉トヨペット 2
トヨタ東京カローラ 1
ネクステージ 1
ビッグモーター 2
ジョイフル本田 1
ニトリ 1
ノジマ 6
ビックカメラ 1
ヨドバシカメラ 4
ラオックス 3
LIXIL ビバ 3
As-me エステール 1

くすりの福太郎 3
ケイ・ウノ 4
全日空商事デューティーフリー 1
ツルハ 1
メガネスーパー 1

運輸・通信業
商船三井客船 1
サカイ引越センター 3
南総通運 1
東日本旅客鉄道 1
朝日航洋 1
スカイマーク 1
スターフライヤー 2
全日本空輸 6
日本航空 2
DTS 1
フォーカスシステムズ 1
ブロードバンドタワー 1
マイナビ 2

サービス業
ANA エアポートサービス 5
ANA 成田エアポートサービス 3
JAL スカイ 6
ぱど 1
エイチ・アイ・エス 8
近畿日本ツーリスト 3
クラブツーリズム 1
JTB 首都圏 2
東武トップツアーズ 2
ニッコウトラベル 1
IMS グループ 4
ケア 21 1
正吉福祉会 1
ニチイ学館 1
日本郵便 3
東京ドームファシリティーズ 1
セノン 2
綜合警備保障 6
アクティオ 1
ニッポンレンタカーサービス 1
ANA スカイビルサービス 3
国際自動車 1
スタッフサービス 3
テンプスタッフ 1

野村不動産パートナーズ 2
ベネフィット・ワン 1
明光ネットワークジャパン 1
テイクアンドギヴ・ニーズ 1
ブライダルプロデュース 2
ライフランド 3

宿泊・飲食業
アパホテル 6
加賀屋 1
シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル 1
東急ホテルズ 1
パレスホテル 2
ファーストキャビン 1
ホテルオークラアムステルダム 1
丸ノ内ホテル 1
森ビルホスピタリティコーポレーション 1
リゾートトラスト 2
ロッテホテルハノイ 1
ジョリーパスタ 1
ジェイグループホールディングス 1
すかいらーく 1
ダイヤモンドダイニング 5
WDI JAPAN 3
日本レストランエンタプライズ 2
人形町今半 1
ハイデイ日高 1
ロイヤルホールディングス 1

公務員・教員
防衛省自衛隊 3
警視庁 1
静岡県警察本部 1
市川市役所 1
十日町市役所 1
木更津市教育委員会（中学校） 1
千葉県教育委員会（高等学校） 2
東京外語学園日本語学校 1

※企業名右記の数字は就職者数	
※各業種の企業名は順不同	

2016年度 卒業生の主な就職先

成
績
・
就
職
・
学
生
生
活
な
ど
情
報
収
集
の
チ
ャ
ン
ス

関
東
地
区
教
育
懇
談
会
（
２
年
・
４
年
）

　
６
月
24
日（
土
）、
明
海
大
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
関

東
地
区
教
育
懇
談
会
（
２
・
４
年
生
対
象
）
が
開
催
さ

れ
、
約
１
４
０
組
の
保
護
者
が
参
加
し
た
。

全体会ではメモを取る保護者の姿も
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２
０
２
０
年
に
向
け
、
観

光
・
サ
ー
ビ
ス
業
界
の
企
業

は
、
学
生
の
語
学
力
を
重
視

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
学
部
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

の
点
数
を
進
級
条
件
に
設
定

し
、
一
定
水
準
の
英
語
力
を

養
う
た
め
の
環
境
を
整
え
て

い
ま
す
。
特
に
２
年
か
ら
３

年
に
あ
が
る
条
件
の
６
０
０

点
は
、
採
用
活
動
の
際
に
企

業
が
足
き
り
を
す
る
基
準
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
に
、

必
須
科
目
と
し
て
の
授
業
、

補
習
、オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、

試
験
対
策
講
座
、
と
学
び
の

場
を
数
多
く
設
け
て
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
学
部
で
資
格

を
取
得
す
る
人
が
多
い
の

は
、「
秘
書
検
定
」
と
「
総

合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
」

で
す
。
い
ず
れ
も
、
授
業
の

一
環
と
し
て
さ
わ
り
の
部
分

を
学
び
、
後
は
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
や
対
策
講
座
で
試
験

に
向
け
て
勉
強
を
し
て
い
き

ま
す
。「
総
合
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
」
は
、
前
段
階
と
し

て
「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
」
を
受
け
て
か
ら
臨
む

人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ

る
」
と
い
う
評
価
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
自
分

自
身
を
認
め
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
取
得
に
向
け
た
勉
強

癖
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

に
落
ち
た
こ
と
で
苦
手
分
野

が
わ
か
り
、
勉
強
を
し
直
し

て
「
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
」
に
受
か
っ
た
学
生
も

い
ま
す
の
で
、
取
り
組
み
方

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
資

格
は
、
旅
行
業
界
に
入
る
と

社
員
に
取
得
さ
せ
る
企
業
も

多
く
、
学
生
の
う
ち
に
取
得

し
て
お
く
と
、
社
内
で
評
価

さ
れ
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
資
格
も
、
目
指

す
業
界
に
よ
っ
て
は
就
職
後

に
直
接
は
役
立
た
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、「
目
標
に
向

か
い
努
力
で
き
る
人
物
で
あ

な
る
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
経
済

学
分
野
の
総
合
的
な
習
得
レ

ベ
ル
を
測
る
も
の
で
、
経
済

学
部
に
所
属
し
て
ど
れ
だ
け

知
識
が
身
に
付
い
て
い
る

か
、
日
頃
の
学
生
の
努
力
を

測
る
指
針
と
も
な
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
コ
ー
ス

で
は
２
年
か
ら
３
年

へ
の
進
級
基
準
と
し

て
Ｅ
Ｒ
Ｅ
の
「
Ｂ
ラ

ン
ク
到
達
レ
ベ
ル
」

を
設
定
し
て
お
り
、

必
須
科
目
の
授
業
の

ほ
か
に
、
補
習
授
業

も
開
設
し
て
、
学
部

を
あ
げ
て
取
得
を
促

し
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
、
簿
記

検
定
は
特
に
就
職
活

動
に
有
利
な
資
格
と

　

経
済
学
部
は
、
他
学
部
と

比
べ
て
就
職
先
の
業
界
が
多

分
野
に
わ
た
る
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

幅
広
い
業
界
で
評
価
さ
れ
、

社
会
人
と
し
て
持
っ
て
お
き

た
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
資
格
の
取
得
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
主
た
る
も
の
と
し

て「
経
済
学
検
定（
Ｅ
Ｒ
Ｅ
）」

と
「
簿
記
検
定
（
日
商
簿
記

検
定
）」
が
あ
り
ま
す
。
前

者
は
経
済
学
学
修
の
土
台
と

目
と
し
て
授
業
で
学
び
、

誰
で
も
受
講
可
能
な
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
用
意
。

夏
休
み
に
は
３
日
間
の
特

別
講
座
や
３
泊
４
日
の
合

宿
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
自
習
室
を
随
時
開

放
、
教
授
が
交
代
制
で
詰

め
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

す
ぐ
に
質
問
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
資
格
と
し
て

は
、「
建
築
士
」、「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
」、「
不
動
産
鑑
定

士
」な
ど
が
あ
り
、「
建
築
士
」

は
在
学
中
に
受
験
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
不

動
産
鑑
定
士
」
は
業
界
で
も

か
な
り
難
し
く
、
弁
護
士
、

会
計
士
と
並
ん
で
文
科
系
の

３
大
国
家
資
格
と
言
わ
れ
て

不
動
産
学
を
社
会
に
役
立
て

る
一
つ
の
手
段
。
業
界
で
最

も
基
本
的
か
つ
権
威
の
あ
る

資
格
で
、
社
会
に
出
た
際
に

現
場
で
そ
の
知
識
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
、
有
用
性
の

高
い
資
格
で
す
。

　

大
学
と
し
て
は
、
な
る
べ

く
１
年
生
の
う
ち
に
宅
建
の

資
格
取
得
を
勧
め
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
宅
建
は
法

律
、
経
済
、
建
築
学
、
工
学

な
ど
不
動
産
学
の
幅
広
い
分

野
の
知
識
を
問
う
も
の
で
、

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
務
主

任
者
」
や
「
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

技
能
士
」
な
ど
他
の
資
格
を

取
る
際
に
も
役
立
ち
ま
す

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
科
目

の
授
業
の
理
解
度
も
ア
ッ
プ

す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

宅
建
に
つ
い
て
は
必
須
科

　

国
内
で
は
不
動
産
学
部
は

明
海
大
学
に
し
か
存
在
せ

ず
、
日
本
で
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
学
問
で
す
。
と
は

言
え
、
不
動
産
が
な
い
と
世

界
は
ま
わ
ら
な
い
と
言
え
る

ほ
ど
、
重
要
な
分
野
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
学
問
と
し

て
不
動
産
を
身
に
つ
け
、
そ

れ
を
社
会
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
人
物
を
輩
出
す

る
。
そ
ん
な
学
部
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

学
部
と
し
て
取
得
に
力
を

入
れ
て
い
る
国
家
資
格
「
宅

地
建
物
取
引
士（
宅
建
）」は
、

い
る
ほ
ど
で
す
が
、
現
在
２

段
階
の
試
験
の
う
ち
、
第
１

段
階
に
合
格
し
て
い
る
学
生

が
お
り
、
第
２
段
階
合
格
と

な
れ
ば
現
役
の
学
部
生
で
は

初
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
に
出
た
際
に
ど
う
生

か
す
か
。
資
格
取
得
は
目
的

意
識
を
高
く
持
ち
、
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
て
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
コ
ー
ス

で
は
、「
２
級
合
格
レ
ベ
ル
」

を
進
級
基
準
に
設
定
し
て
必

修
科
目
と
し
て
の
授
業
の
ほ

か
、補
修
、オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
で
の
試
験
直
前
対
策
講
座

を
開
設
し
て
学
生
を
き
め
細

か
く
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
資
格
と
し
て

は
、
保
険
や
金
融
業
界
な
ど

で
評
価
の
高
い
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
）
技
能
士
や
、
情
報
化

社
会
の
必
須
ツ
ー
ル
で
あ
る

情
報
処
理
検
定
（
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）

の
取
得
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
Ｆ
Ｐ
講
座
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
講

座
を
開
設
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。
公
務
員
を
目
指
す
人

へ
の
試
験
対
策
、
就
職
活
動

で
多
く
の
企
業
が
取
り
入
れ

て
い
る
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
セ
ン
タ
ー

試
験
」
の
対
策
も
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
十
分
で
す
。

　

先
日
、
卒
業
生
が
訪
ね
て

来
て
、
就
職
先
で
簿
記
の
知

識
が
必
要
に
な
り
、
働
き
な

が
ら
勉
強
中
だ
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
少
な
く
な
い
の
で
、
時

間
の
あ
る
学
生
時
代
に
社
会

に
出
て
役
立
つ
資
格
を
取
得

し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

在学中に取得できる
取得しておきたい資格は？
明海大は学科ごとの資格取得に向けたサポート体制が
整っている。資格は一生もの。志望業種が明確でない人
も在学中に取得できるものは取っておいて損はない。何
より資格取得に向けた努力は社会に出た後きっと役立つ
はずだ。

（日本語学科・英米語学科・中国語学科については次号で掲載予定です）

浦安のお祭りで
学生ボランティア大活躍！

　キャンパスのある浦安市は地域の祭りやイベントが盛ん
な街。そんな祭りで見かけるのは、会場の運営や交通整理、
ごみ拾いなどをする明海大の学生ボランティアたち。
　今回は５月に行われた百縁商店街で明海大生の様子を
キャッチしてきました。

５月13日（土）・14日（日）

浦安百縁商店街（東西線 浦安駅）

 「百縁商店街」では、100 円で買える商品を中心に 100 円以
外の一押し商品も販売する店が出店。通りではロードトレイ
ンが走り、ライブやパレード、大道芸などが披露された。土曜
はあいにくの雨だったが、雨雲も吹き飛ばす賑わいを見せた。

トレイン
　富田康介さん（左）と越川裕樹さん（右）
はトレインの誘導係として大奮闘。人が
ごったがえす道路で声かけをしながら行っ
たり来たり。
「疲れましたが、楽しかったです！大学以
外の世界に触れると新鮮です」

どじょうつかみ
　小さな子を抱っこして水槽に入れ
たり、水を運ぶ重労働をこなしたり、
若い力をフルに発揮して運営に協力
していた、田中涼さん（左）と岩倉
理久さん（右）。
 「ボランティアなのにこちらが楽し
ませてもらったくらい。逆に学ばせ
てもらうことの方が多くて感謝」

試験日程
●TOEIC公開　年10回　４、５、６、
　７、９、10、11、12、１、３月
●秘書検定　年３回
　６月と 11 月は３級、２級、　準
１級、２月は３級、２級のみ
●総合旅行業務取扱管理者
　年１回　10月予定

試験日程（2017 年度日程）
●宅地建物取引士（宅建）
　年1回　10月 15日（日）
●マンション管理士業務主任者
　年1回　12月 3日（日）
●マンション管理士　年1回
　11月 26日（日）
●不動産鑑定士　年1回
　短答式5月 14日（日）
　論文式8月 5日、6日、7日試験日程（2017年度日程）

●経済学検定（ERE）　年 2回　7月 2
日（日）、12月3日（日）
●日商簿記検定　年 3回　6月 11 日
（日）、11月19日（日）、2月25日（日）
●FP（ファイナンシャルプランナー）技能士
　年3回　5月28日（日）、9月10日（日）、
1月28日（日）
●情報処理検定（MOS）　毎月1回※学
内での実施は年1回、2月上旬予定
●SPI センター試験　ペーパー試験、
WEBテストあり

学科主任に聞きました
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
科

資
格
取
得
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を

企
業
は
評
価
す
る

自
分
を
高
め
る
勉
強
習
慣
を

学
科
主
任
　
内
苑
孝
美

不
動
産
学
科

日
本
で
唯
一
、

不
動
産
学
を
学
べ
る
学
部
と
し
て

業
界
で
即
戦
力
に
な
れ
る
資
格
を

学
科
主
任
　
周
藤
利
一

経
済
学
科

幅
広
い
就
職
先
に
対
応
す
る
、
社
会
的

評
価
の
高
い
資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト

学
科
主
任
　
原
　
孝
公

地域貢献
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両
親
を
説
得
し
て
日
本
へ

　

フ
ァ
ン
さ
ん
は
日
本
映
画

を
観
て
日
本
に
興
味
を
も
ち
、

高
校
生
か
ら
日
本
語
の
勉
強

を
始
め
た
。
現
在
ベ
ト
ナ
ム

に
は
多
く
の
日
本
企
業
が
進

出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

本
に
留
学
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
は
日

本
へ
の
留
学
を
両
親
か
ら
反

対
さ
れ
て
い
た
と
い
う
フ
ァ

ン
さ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の

大
学
に
進
学
が
決
ま
っ
て
い

た
が
、
ど
う
し
て
も
日
本
へ

の
留
学
を
諦
め
ら
れ
ず
に
、

両
親
を
説
得
し
て
来
日
し
た
。

　

来
日
し
て
日
本
語
を
勉
強

し
て
い
る
時
に
知
り
合
っ
た

先
輩
留
学
生
が
明
海
大
の
学

生
だ
っ
た
。
そ
の
先
輩
か
ら

大
学
の
話
を
聞
き
、
入
学
を

決
め
た
。
実
際
に
通
っ
て
学

ん
で
み
る
と
「
先
生
が
と
て

も
優
し
い
。
授
業
の
後
、
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
質
問
す

る
と
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま

す
。
初
め
て
質
問
し
た
と
き

は
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
心
配
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
で
す
。
日
本
語
が
理

解
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

何
回
も
同
じ
質
問
を
し
て
し

ま
っ
て
も
、
嫌
な
顔
を
せ
ず

に
教
え
て
く
れ
ま
す
」。

最
初
は
苦
労
し
た
食
事

現
在
の
好
物
は
…

　

日
本
に
来
た
ば
か
り
の
頃

は
、
日
本
食
に
な
じ
め
ず
苦

労
し
た
。「
ス
ー
パ
ー
で
買
っ

た
カ
ツ
丼
が
、
甘
す
ぎ
て
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
も
今

は
好
き
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
す
。
来
日
後
半
年
ほ
ど
は
、

お
米
を
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
送
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
今
は

日
本
の
米
に
も
慣
れ
た
。

　

今
、
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は

「
サ
バ
味
噌
」
で
、
す
っ
か

り
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
ホ
テ
ル
で
の
職
業
体
験
を

行
う
予
定
。
ま
た
、
学
部
主

催
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
へ

の
参
加
を
目
標
に
し
て
お
り
、

成
績
優
秀
者
と
な
る
た
め
、

勉
強
に
励
ん
で
い
る
。

　

卒
業
後
に
つ
い
て
は
「
私

が
大
学
を
卒
業
す
る
の
は

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
や
っ
て
く
る
と
思
う
の

で
、
通
訳
な
ど
を
経
験
し
て

か
ら
、
帰
国
す
る
つ
も
り
で

す
」。

　

帰
国
後
は
大
学
で
学
ん
だ

経
済
学
と
日
本
語
を
生
か
し

て
貿
易
の
仕
事
が
し
た
い
と

話
す
。
学
生
の
間
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
フ
ァ
ン
さ
ん
。
精

力
的
に
明
海
大
で
の
留
学
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と

日
本
語
へ
の
興
味

き
っ
か
け
は
「
あ
ゆ
」

　

チ
ン
さ
ん
が
日
本
語
に

興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
聞

い
た
浜
崎
あ
ゆ
み
の
曲
だ
っ

た
。「
歌
詞
を
読
ん
で
と
て

も
共
感
し
ま
し
た
。
中
国
語

訳
で
す
け
ど
」
と
話
す
チ
ン

さ
ん
。
高
校
生
の
時
か
ら
日

本
語
を
勉
強
。
そ
の
時
、
先

生
か
ら
「
日
本
語
を
も
っ
と

勉
強
し
た
い
な
ら
、
留
学
し

た
ほ
う
が
い
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
さ
れ
て
、
留
学
を
決
意

し
た
。
そ
の
中
で
も
明
海
大

学
を
選
ん
だ
の
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
専
攻
に
強

く
惹
か
れ
た
か
ら
だ
と
い

う
。「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
言

葉
だ
け
で
な
く
、
文
化
な
ど

も
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
希

望
に
ピ
ッ
タ
リ
の
大
学
だ
と

思
っ
た
ん
で
す
」。
そ
の
結

果
、
中
国
語
と
日
本
語
だ
け

で
な
く
、
英
語
に
も
磨
き
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
話

す
。

飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て

い
る
の
で
、
自
宅
で
も
見
よ

う
見
ま
ね
で
食
事
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
。

充
実
し
た
大
学
生
活

卒
業
後
の
進
路

　

大
学
で
は
日
本
人
学
生
以

外
に
、
中
国
や
台
湾
か
ら
の

留
学
生
と
も
仲
良
く
な
っ
た
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も
子
ど
も
の
心

配
は
尽
き
な
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
保
護
者
の
方
々
に
、

学
生
た
ち
が
日
々
過
ご
す
、

大
学
の
様
子
を
分
か
り
や
す

く
お
届
け
す
る
こ
と
を
心
掛

け
、
大
学
側
と
保
護
者
側
の

架
け
橋
に
な
る
べ
く
編
集
し

ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り
で
ご

紹
介
し
ま
し
た
エ
ム
ペ
ッ
ク

の
エ
リ
ア
は
、
生
き
た
言
語

を
習
得
す
る
の
に
最
適
な
環

境
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
科
ご
と
に
ま
と
め

た
、
こ
れ
か
ら
受
験
で
き
る

資
格
試
験
に
つ
い
て
も
、
お

見
逃
し
な
く
。

　

こ
の
『
潮
風
第
48
号
』
を

手
に
さ
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、

お
子
様
と
の
会
話
で
、
ぜ
ひ

エ
ム
ペ
ッ
ク
や
資
格
試
験
等

の
大
学
の
こ
と
を
話
題
に
し

て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
保
護
者

の
皆
様
の
温
か
い
応
援
の
言

葉
が
、
お
子
様
の
背
中
を
押

す
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
明
海
大
学

生
の
活
気
溢
れ
る
学
習
活
動

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
編
集
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長　
戸
澤
五
月

編
集
後
記
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手厚い留学支援制度を利用しよう！
費用が気になる留学だが、学ぶ意欲のある学生に対し
て明海大学は大学と教育後援会の支援が手厚い。チャ
ンスを逃さず利用しよう。

（１）海外留学制度
　海外協定大学へ派遣留学生として選考され、留学し
た場合は、そこで修得した単位が卒業単位として認定
される。協定校留学の場合は、選考のうえ、大学から
奨学金または教育後援会から援助金が支給される。ま
た、交換留学の場合は派遣先大学での授業料が免除さ
れる。

（２）海外研修制度
　長期休暇を利用した海外研修。留学先はアジア、ア
メリカ、ヨーロッパ、オセアニアに広がっており、研

修費用の全額または一部を大学が負担する。プログラ
ムによっては、単位認定を行うものもある。

①明海大学学生奨学海外研修派遣規程に基づく研修
　制度
　学業成績が優秀な学生を選考し、海外研修費用
の全額を大学が負担して派遣する制度

②明海大学浦安キャンパス派遣留学生奨学金規程に
　基づく研修制度
　海外研修に要する費用の一部を大学が負担して
派遣する制度。教育後援会からも援助金を支給。

2016 年度　浦安キャンパス海外留学・研修実績
外国語学部 78 人　経済学部 21 人
不動産学部 20 人　ホスピタリティ・ツーリズム学部10 人

ジャカランダ、咲きました
〈５面キャンパスめぐりつづき〉

…キャンパスめぐり数日後。20 本植樹された
うちの数本を PDI 浦安歯科診療所近くに移植
したそうで、そのジャカランダが咲いていたと
いうことが判明。すぐさま確認したところ、青
紫の可憐な花を発見。地域住民も楽しみにして
おり、咲いたかどうか問い合わせが入ることも
あるという。	 （2017 年６月８日撮影）

修
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
４
年
生
の
チ
ン
さ
ん

は
就
職
活
動
の
真
っ
最
中
で
、

日
本
で
の
就
職
を
希
望
し
て

い
る
。
黒
の
リ
ク
ル
ー
ト

ス
ー
ツ
を
購
入
し
、
日
本
人

学
生
と
同
じ
よ
う
に
就
活
し

て
い
る
。「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
書
き
方
な
ど
、
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
は
先
生
に
相
談

し
て
い
ま
す
。
明
海
大
の
先

生
は
学
生
と
の
距
離
が
近
い

な
と
感
じ
ま
す
」。

　

希
望
の
業
種
は
Ｉ
Ｔ
業
界

で
、
新
し
い
知
識
を
ど
ん
ど

ん
吸
収
し
た
い
と
話
す
。
将

来
的
に
は
中
国
に
帰
っ
て
会

社
を
作
り
、
経
営
者
に
な
り

た
い
と
い
う
。

 

「
卒
業
ま
で
の
間
に
、
内
定

を
取
り
、
卒
論
を
書
か
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
車
の
免

許
も
取
り
た
い
し
、
就
職
し

た
ら
長
い
休
み
が
取
れ
な
く

な
る
の
で
、
旅
行
に
も
行
き

た
い
」。
残
り
の
学
生
生
活

も
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
。

敷
金
？
礼
金
？

困
っ
た
部
屋
探
し

　

日
本
に
来
て
最
初
に
困
っ

た
の
が
部
屋
探
し
だ
。「
部
屋

を
探
し
に
行
っ
た
ら
、
日
本

語
を
勉
強
し
て
い
て
も
、
敷

金
や
礼
金
の
意
味
が
分
か
ら

な
く
て
困
り
ま
し
た
」。
さ

ら
に
困
っ
た
の
が「
保
証
人
」

だ
っ
た
。
日
本
に
知
人
の
い

な
い
チ
ン
さ
ん
に
と
っ
て
、

保
証
人
に
な
っ
て
く
れ
る
人

を
探
す
の
は
至
難
の
技
。
そ

ん
な
時
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く

れ
た
の
が
、
明
海
大
の
先
輩

留
学
生
だ
っ
た
そ
う
で
「
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
大

学
が
保
証
人
に
な
っ
て
く
れ

る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」。

『
明
海
大
学
』
に
入
学
し
て

良
か
っ
た

 

「
留
学
し
て
一
番
良
か
っ
た

こ
と
は
？
」
の
問
い
に
、「
明

海
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
」

だ
と
答
え
て
く
れ
た
チ
ン
さ

ん
。「
日
本
人
の
友

達
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
国
か
ら
来
た
留

学
生
と
も
仲
良
く
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
話
す
。

　

勉
強
に
も
励
み
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研

明
海
大
学
で
は
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
な
ど
15
カ
国
か
ら
計

５
３
２
人
の
留
学
生
が
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
日
本
人
学
生
に

と
っ
て
も
留
学
生
と
の
交
流
は
、
外
国
語
を
学
ぶ
う
え
で
も
文
化
を

知
る
う
え
で
も
大
い
に
勉
強
に
な
る
。
今
回
は
２
名
の
留
学
生
に
、

明
海
大
の
魅
力
や
日
本
の
文
化
、
将
来
の
夢
な
ど
を
聞
い
た
。

明
海
大
で
学
ん
で
い
ま
す
！

留
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

日本語、日本食も特訓中
充実した留学生活を

送っています
ファン ヴァン トアンさん

経済学科２年（ベトナム出身）

外国語だけでなく、
その文化も学べる

希望にぴったりの大学でした
チン コウケンさん

日本語学科４年（中国出身）

卒業記念アルバムについて

　2017 年３月・９月の卒業生全員に
記念として教育後援会から卒業アルバ
ムが送付贈呈されます。返品を少なく
するため下記の項目をご確認ください。

①アルバム送料は着払い（個人負担）に
なります。

②お手元に届くのは 12 月から翌年１月
を予定しております。

③住所を変更した場合は必ず学生支援課
に届出を行ってください。

④アルバムの発送は、国内限定のため、
留学生は国内で受け取ることが可能な
住所・友人等を届出ください。（個人
写真の撮影時に受付）


